
6-10．今後の取り組み

●継続的かつ詳細な橋梁点検の実施

　・定期点検の実施及び点検データの管理

　・定期点検の補完

●品質確保への取り組み

●費用縮減への取り組み

　橋梁長寿命化修繕計画は、今後５０年という長期間にわたる継続的な事業を想定したもので
す。現在の技術水準や点検精度を踏まえると、将来の予測精度は確実なものではありません。
　また、今後の交通量変動や技術基準の変化による各橋梁に求められる必要性能の将来予測は
困難です。しかしながら道路の安全・安心の信頼性確保を図る上で、以下の取り組みの実施及
び課題の解決が必要です。

　事業の実施に当たり、修繕工事については従来工法のみではなく新工法や新材料などの新技
術等を加えた比較検討を行います。新家８号橋については令和５年度に実施した修繕工事にお
いて新技術止水材を採用しました。今後予定の修繕工事についても、引き続き積極的に新技術
を取り入れ、工期やコストなどの総合的な検討を行うことで、約１割の費用縮減を目指しま
す。
　また、次回令和７年度から予定している施設点検においても、画像解析計測などの新技術を
積極的に活用し、約２０万円の費用縮減や事業の効率化を図ります。
　加えて５年に１回の定期点検に併せて橋梁や横断歩道橋の適正な配置についての調査を行
い、今後の周辺状況や利用調査を基に、令和１５年度までに１橋程度の集約化・撤去を検討す
ることで、更新時期を迎えるまでに必要となるコストの縮減を目指します。なお、橋梁によっ
ては予防保全との費用対効果、安全性、技術の伝承の観点等から総合的に判断し、有利な場合
は橋梁の更新も検討します。

　　・国土交通省や大阪府などへの技術的助言の要請

　　・補修工法についてメーカーや施工業者への聞き取りや試験施工の依頼

　　・国土交通省で推進しているインフラ分野のDX導入を検討

　　・橋梁の点検や維持補修に関する研修への参加

　橋梁長寿命化修繕計画は、劣化した橋梁の補修工事が遺漏なく適切な時期に実施されること
を前提としています。そのため、計画の運用においては設計及び工事の適確な品質の確保が必
要とされます。しかしながら予防保全型の橋梁補修工事について本市では実績が少なく、橋梁
の維持修繕に精通した職員、設計コンサルタント、施工業者が不足しているのが現状であり、
人材の確保、育成が課題となっております。これらの課題を解決するため、下記の取り組みを
進めます。
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　橋梁の維持管理については新技術の開発も目覚まし
く、技術基準の改定により劣化予測や維持管理費用の
見直し・変更が生じることが予想されます。維持管理
計画では、ＰＤＣＡ（plan-do-check-action）サイク
ルを行うことで、より効率的でかつ合理的な計画にな
ります。
　橋梁長寿命化修繕計画も同様で、持続的に橋梁の状
況を確認し、計画データに反映させることで、より現
実に即した計画に更新する必要があります。
　本市においても、今回の更新と同様に5年ごとの計
画の更新を行います。

●橋梁長寿命化修繕計画の更新

　定期点検の期間的スパンを補完するため、道路管理者による日常的なパトロールや清掃活動
に合わせて、橋梁の状態を把握します。
　最新の点検結果で評価がⅡまたはⅢの橋梁については少なくとも年１回は道路管理者により
損傷の進行を確認します。

　泉南市道路管理者が管理する全ての道路橋について、道路法に基づき５年に１度の近接目視
点検を行ないます。点検結果はデータベースとして一元管理し、過去の点検データと比較可能
な状態で蓄積します。
　点検によりその時点の健全度を把握し過去の点検結果と比較・照合することで、将来の劣化
進行をより正確に予測でき、予測しない大規模な緊急補修や通行止め等の不測の事態を避ける
ことができます。


